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 会社として、各系統の社員のことを考えて対策をつくってきた。 

 慰霊碑を建てたのは、痛ましい事故を風化させないためである。事故を起こした

人を責めるつもりは毛頭ない。 

 丁寧に行うことを前提に、事前の準備の中で教育をしていく。 

 移管後も引継ぎのフォローを行っていく。 

 踏切故障時は原則迂回である。 

 危険を感じたら PBを押すのは当然の取り扱いである。 

 抑止手配は現場の声を踏まえて行うことを指導していく 

 乗務員の判断で速度低下、停止することは 

運転取扱実施基準第 341条に則った行動である。 

 警察への協力要請は今後も会社として行っていく。 

 現時点で拠点の変更は考えていないが必要な見直し 

は行っていく。 

 JR発足当時約 1,300箇所あった第 4種踏切はH24年度末で 480箇所まで削減し

てきている。閑散線区や現場の声を踏まえ PBの設置のスピードを上げていく。 

 踏切は道路なので自治体と協議の上今後も進めて行く。 

 閑散線区は、輸送密度で決めたのではなく、支社で判断したものである。 


